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構成
1. 概要

 動詞の下位分類
 語幹クラス
 屈折形式

• ムード形
• 時制形
• 副動詞形

 屈折接辞と派⽣接辞
 接辞法以外の形態法

2. 分析するにあたり悩ましい点
 属性動詞
 アクセントを持つ接辞（継続接辞・完了接辞）
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動詞の下位分類
動詞：時制やムードといった⽂法範疇で活⽤する語類
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※属性動詞に関して
は、悩ましい点①で
後述する。



語幹クラス
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接辞の異形態の実現形により、4つの語幹クラスに分ける。

※不規則語幹を除く



屈折形式
形態統語的に3つ屈折形式（語形）を認める。
1.ムード形
2.時制形
3.副動詞形
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屈折形式①ムード形
1. 形態的特徴

 唯⼀の必須要素として、ムード接辞が必須である。
 ムード接辞（5つ）：直説法接辞1、直説法接辞2、命令法接辞、意思法接辞、

禁⽌法接辞
 直説法接辞1, 2はムード接辞に加え、時制接辞も必須である。
 終⽌形とも⾔える。

2. 統語的特徴
 単独で主節述語として⽤いられる。
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屈折形式①ムード形: jumi「読む」を例に
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屈折形式①ムード形: 例⽂

8



屈折形式②時制形
1. 形態的特徴

 唯⼀の必須要素として、時制接辞が必須である。
 時制接辞：過去接辞、⾮過去接辞

2. 統語的特徴
 単独で連体節述語として⽤いられる。

• 単独で主節述語として⽤いられる例外的な環境がある。
 時制形＋モーダル助詞の組み合わせで主節述語として⽤いられる。
 時制形＋接続助詞の組み合わせで副詞節述語として⽤いられる。
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屈折形式②時制形：形式
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屈折形式②時制形: 例⽂①
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屈折形式②時制形: 例⽂②
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例外的に単独で主節述語として⽤いられる環境



屈折形式③副動詞形
1. 形態的特徴

 唯⼀の必須要素として、副動詞接辞が必須である。

2. 統語的特徴
 単独で中⽌節述語として⽤いられる。
 副動詞形＋接続助詞の組み合わせで副詞節述語として⽤いられる。
 副動詞形＋補助動詞の組み合わせで補助動詞構⽂を形成する。
 副動詞形＋軽動詞の組み合わせで軽動詞構⽂を形成する。
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屈折形式③副動詞形
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屈折形式③副動詞形: 例⽂①
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屈折形式③副動詞形: 例⽂②
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屈折接辞と派⽣接辞：承接順序
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ムード形：

時制形：

副動詞形：



屈折接辞と派⽣接辞：承接順序
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ムード形：

時制形：

副動詞形：

※語の成⽴に必
須の接辞を屈折
接辞と呼ぶ。



屈折接辞と派⽣接辞：承接順序
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ムード形：

時制形：

副動詞形：

※すべての屈折形式
で語幹を拡張する接
辞を派⽣接辞と呼ぶ。



屈折接辞と派⽣接辞：承接順序
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ムード形：

時制形：

副動詞形：

※継続接辞と完了接
辞は、屈折・派⽣と
いう議論からは除外。



屈折接辞と派⽣接辞
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• 語の成⽴に必須の接辞を屈折接辞と呼ぶ。
• 語幹を拡張する接辞を派⽣接辞と呼ぶ。

→継続接辞と完了接辞は、屈折・派⽣という議論からは除外。

継続接辞と完了接辞を議論から除外する理由
• 使役接辞、受⾝接辞、可能接辞、否定接辞とは異なり、副動詞

語幹を拡張できないため。継続接辞と完了接辞は、おそらく歴
史的に副動詞形式＋別の動詞が融合して⽣じた形式である。
→悩ましい点②で詳しく述べる。



接辞法以外の動詞形態法①
【複合】
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複合：語根＋語根 ※⽣産的なのは、⼀般動詞語根＋ha属性動詞の構造。
「〜したい」「〜してよい」がある。

※アクセント単位：前部要素の動詞
語根と、ha属性動詞の前部アクセン
ト単位で1アクセント単位を成す。



接辞法以外の動詞形態法②
【重複】
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重複：共時的には認めない。歴史的には認められた可能性がある。
※⾒つかった例は、この3語のみ



分析するにあたり悩ましい点①
【属性動詞】
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• 属性動詞の内部に、化⽯化した句構造が観察される。
• 歴史的には句
• 原則は1語に1アクセント単位だが、属性動詞は2アクセント単位観

察される。

波照間⽅⾔のアクセントは三型

※サアリ型・クアリ型に関しては、名嘉真 (1992), かりまた(2009)を参照されたい。



分析するにあたり悩ましい点①
【属性動詞】
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• 動詞と分析する理由
• 共時的には⾃⽴語が2つ並ぶ「句」というほど⾃由ではない（アク

セント境界に焦点助詞などを挿⼊することはできない）。
• 活⽤語尾が⼀般動詞と同じである。

内部構造に関して、2アクセント単位を1つの（複合的な）語幹と分
析する。なお、複合的な語幹の前部のアクセント単位は、PC語根
（Shimoji 2008など）と⾔える。



分析するにあたり悩ましい点②
【アクセントを持つ接辞】
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hjan「⾷べている」
hjan 「⾷べ終わった」

he˅「⾷べる」

iran「⼊れている」
iran「⼊れ終わった」

iri˺「⼊れる」

jumjan「読んでいる」
jumjan「読み終わった」

jumiˆ「読む」 ※調査不⾜の点はあるものの、
アクセントを分解できる。



分析するにあたり悩ましい点②
【アクセントを持つ接辞】
• 由来となる形式：副動詞形＋a(r)

• jumi+a→jumja, iri+a→iraなど。

• 句構造（補助動詞構⽂）を由来とするので、派⽣接辞と
は異なり、副動詞形の語幹を拡張できないことが説明で
きる。従って、屈折・派⽣の議論から除外する。



分析するにあたり悩ましい点②
【アクセントを持つ接辞】
• 継続接辞、完了接辞の由来となる形式、a(r)に関して、

2つの仮説がある。

A) a(r)はどちらも存在動詞「ある」。融合した時代のアクセント
がそのまま引き継がれた（Lau 2014）

B) 完了接辞は存在動詞「ある」。継続接辞は存在動詞「いる」
bu(r)である。



分析するにあたり悩ましい点②
【アクセントを持つ接辞】
• 仮説①

共時的に観察される形式：ja:~ja(r), a:~a(r)が説明できる。
⼀⽅、継続接辞と完了接辞の成⽴順序については不明。
→共時的には存在動詞「ある」は平進型であるので、下降型の継続接辞が
先に成⽴？

• 仮説②
周辺の⼋重⼭⽅⾔と並⾏的に分析できるため⾃然。
アクセントも合致する（「いる」は下降型、「ある」は平進型）。
⼀⽅、⾳韻変化についての証拠が不⼗分。（u>a）。

※なお、⽯垣四箇⽅⾔（鈴⽊2001）のように、焦点助詞を介⼊させるような完了の迂⾔的な表現は
波照間⽅⾔では⾒つかっていない。
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